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SDGs宣言書
アトムカンパニー株式会社

　　　　当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

　　　　持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

代表取締役　吉村　あとむ

アトムカンパニー株式会社

◆経営方針

木とかかわりながらより良い住環境の創造を通じて社会に貢献し、事業の限りなき発展と社員の豊かな生活を実現します。

◆目指す姿

商品開発と市場開拓に努めるとともに「床はインテリア」という概念をフローリング業界に広め、商品ブランド創りに努めます。

住と食に関わる仕事を専業とし、地方から全国へ住まい方の情報発信ができる小粒でキラリと光る企業を目指します。

地産地消の推進 多様な人材活用

社員の豊かなライフスタイル、やる気に満ちた職場環境の実現の

ため、性別による差別なく平等に仕事上の機会を得ることがで

き、育児や介護と仕事を両立できる環境を目指します。

持続可能な社会の実現のため、環境配慮型サービス・製品の提

供を推進します。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>

フレックス制度等柔軟な勤務体制の構築／産前産後休業・育

児休業体制の整備

天然素材の活用／フェアトレード取引の促進／環境に配慮した

企画開発、設計基準の設定

―　関連ゴール　― ―　関連ゴール　―

地域産の材料・食品・製品などの地域資源を積極的に活用し、

地産地消・地産外商を推進します。

性別、障害、国籍、宗教などによる差別の防止や雇用を通じた

地域振興を目的に、多様な人材が活躍できる環境の整備に努

めます。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>

地域の間伐材を活用した製品開発／地元産品の情報発信・イ

ンターネット販売

性別、年齢等を問わない就労意欲の強い人材の積極的な採用

／シニア人材活用による技術・ノウハウの伝承

SDGsとは
2015年に国連で採択された「Sustainabul　Development　Goals（持続可能な開発目

標）」の略称。2030年までに持続可能なより良い社会を実現するために取り組むべき17のゴール、

169のターゲットが掲げられている。

―　関連ゴール　― ―　関連ゴール　―
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